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令和８年５月１６日(土) 

明治から昭和にかけて、日本の近代陶磁器産業の礎を築いた実業家、大
おお

倉
くら

和
かず

親
ちか

。海

外渡航して学んだ近代的経営と洋食器製造法を軸に、衛生陶器・碍
がい

子
し

など、暮らしを

支える分野へと事業を広げ、日本のものづくりを世界水準へと押し上げました。 

本講演では、その華やかな業績だけでなく、困難な時代にあっても揺らぐことのな

かった信念や、社会への責任を重んじた精神に光を当てます。激動の近代を生きた一

人の実業家の歩みをたどりながら、今日の私たちの生き方にも通じる「志」とは何か

を問い直します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回予告 ６月２０日（土） 大倉山講演会  衛生立国を目指す－北里柴三郎博士の伝染病対策－

   講師：森 孝之（一般社団法人北里柴三郎記念会） 

◇時間：  

◇会場：横浜市大倉山記念館 ホール 

 

◇講師：黒
く ろ

澤
さ わ

 学
まなぶ

（㈱大倉陶園 総務部） 

◇定員：８０名（入場無料、要申込・先着順） 

◇申込方法：詳細は裏面をご覧ください 

波濤を越えた近代日本人たち 

要事前申込 
（詳細裏面） 

大倉和親：需要家の満足こそが掴むべき

『実体』、利益はその『影』なり 
―近代日本の生活文化を創造した企業家― 

大倉山講演会 


